
I月刊■I■■■ Il 1:|jフォーラム0節8巻6jlり．
1996年6111 11発行(i'"l 1 11発ｲj)迎巻71サ
1991年2月8日第三種郵便物認可

【 】

蕊撫鳶

山

斌

'21世紀へ架橋する知の冒険紀へ 架
1111111111111111111111111揃w制州附鰄i鮒iii卿i111iIM1111IIHM州Hﾘ卿M辮MIlllll'川llllll

郷職|障郷聯|離郷聯:[

す

IIIll

I

|H↓

Ⅲ

:＝二」

｢りタ

剛｝Ⅲ

識
］

郷’蕊機

#||i

二=二苧一-＝-
- 冤 ＝ _ 寺 一 ■ q

''''''''1|IⅡllIliI幽lllllllllUl

金

蝿

‘|＃

（

1l
割

一 一
二 ‾ ､ 二 一

||||||||I

』

三雲

lll

臺 臺 壽 薑二三菫三二

F 1

|llllll

三 三

｢Pﾉ , Ir P J

lll

I

洲
’’

壷

I

空

一 一
一 一ｰ

』 ＝

'し

』

菱
三尹争

蕊
似
一 づ 芽

ロ

＝

叩
申
二
二
重
聖
二
Ｊ
斗
ｌ
山
陽

一
『
叩
仰
剛

戸
川
Ｉ
側
川
・
‐‐〕
■
Ｐ
●
ｂ
ｒ
ｌ
ｕ

蝿
鴛

賀
ｂ
 
社
会
評
論
社

Ｄ
『
１
１

函
一
垂
鐸
雫
霊
声
歸
』

旦
熟

Ｉ

二

『
』
・二
一
 
二
・
’
一
一
二
垂

鑿
三
一
琴
一
一
一
一
一
一

一

一

一

一

塞

昌

一

一

雪

一

三

一

一

一

一

』

一

・

｛

睾

一

塞

堯

一

善

一

一
一
一

一一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一

』

一

幸

一

毛

一

一

一

三

唾

三

一

口

一

一



柳
本
通
彦

２
５
７
５
円

台
湾
・
霧
社
に
生
き
る

台
湾
先
住
民
名
誉
あ
る
一
九
三
○
年
の
抗
日
蜂
起
Ｉ
霧
社
事
件
。

そ
の
後
を
霧
社
で
生
き
抜
い
た
悲
惨
な
る
生
涯
と
人
間
の
尊
厳

に
満
ち
た
人
々
の
証
言
。
ア
ジ
ア
の
日
本
が
問
わ
れ
て
い
る
。

中
西
由
起
子

２
３
６
９
円

ア
ジ
ア
の
障
害
者

元
国
連
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
障
害
者
問
題
専
門
官
の
著
者
に
よ
る
ア
ジ

ア
加
ヵ
国
の
障
害
者
白
書
。
統
計
、
制
度
、
障
害
者
関
連
政
策
、

暮
ら
し
、
当
事
者
活
動
、
関
連
資
料
を
網
羅
し
た
基
本
文
献
。

山
折
哲
雄

２
０
６
０
円

宗
教
の
行
方

戦
後
帥
年
、
経
済
成
長
を
亨
受
し
続
け
た
Ⅱ
本
人
は
桁
神
的
な

柱
を
失
い
、
オ
ウ
ム
事
件
に
み
・
ら
れ
る
ご
と
く
宗
教
へ
の
関
心

を
高
め
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
へ
の
可
能
性
を
縦
横
無
尽
に
論
究
。

Ｍ
・
ヴ
ア
レ
ン
テ
イ
ス
＆
Ａ
・
デ
イ
ヴ
エ
イ
ン
著
課
》
和
波
雅
子
訳
３
０
９
０
円

女
性
・
怒
り
が
開
く
未
来

愛
す
る
前
に
怒
る
く
し
γ
・
ダ
イ
ア
ナ
妃
や
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト

ン
、
雌
新
映
剛
を
題
材
に
女
性
が
怒
る
本
堺
の
珊
川
を
解
き
明

か
し
、
そ
の
秘
め
ら
れ
た
可
能
性
と
蝋
か
さ
ぞ
壯
明
す
る
。

宮
岡
悠
 
予
価
２
０
６
０
円

公
安
調
査
庁
の
暴
走
（
仮
題
）

今
、
な
ぜ
破
防
法
な
の
か
。
公
安
澗
査
庁
の
生
き
残
り
策
の
為

の
人
身
御
供
オ
ウ
ム
・
公
安
調
査
庁
は
次
に
何
を
狐
っ
て
い
る

の
か
。
初
め
て
明
か
さ
れ
る
組
織
・
黄
金
・
活
動
・
歴
史
等
。

識

高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゆ
事
故

緑
風
出
版
纒
栗
部
編
○
恐
る
べ
き
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故
及
び
動

燃
の
隠
蔽
上
作
の
全
貌
を
総
力
取
材
！
▼
斗
ヶ
沢
秀
俊
／
小
林
圭
二
／

天
笠
啓
祐
／
明
石
昇
二
郎
／
福
武
公
子
／
西
尾
漠
他
二
五
○
○
円

州

高
速
増
殖
炉
の
恐
怖
層
稀
版
］

原
発
に
反
対
す
る
福
井
県
民
会
議
○
国
民
的
論
議
に
付

す
べ
く
平
易
に
書
か
れ
た
「
も
ん
じ
ゅ
」
差
止
訴
訟
の
訴
状
を
単

行
本
化
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故
の
分
析
を
増
補
。
 
四
一
一
○
○
円

州

宗
教
名
目
に
よ
る
悪
徳
商
法

Ｉ
Ｈ
介
述
慨
併
件
に
み
る
そ
の
実
態
と
対
策

宗
教
と
消
費
者
弁
護
団
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
細
著
○
雅
教
に
端

を
僻
り
た
悪
徳
商
法
の
実
態
洲
森
と
対
策
の
決
定
版
。
’’五
○
○
円

州

四
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
読
本

［
リ
ラ
ヅ
ク
ス
し
た
関
係
を
求
め
て
］
ｌ
シ
リ
ー
ズ
⑫

梁
泰
昊
著
○
歴
史
問
題
か
ら
生
活
全
般
の
疑
問
に
答
え
、
Ｈ
本
人

と
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
関
係
を
求
め
る
新
・
共
生
術
。
’八
○
○
円
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【
リ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
】
『
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
』
『
国
民
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
』
を
読
む

現
実
に
対
崎
す
る
加
藤
哲
郎
氏
の
政
治
学
 
櫻
井
智
志

１
加
藤
哲
郎
氏
の
軌
跡

私
が
加
藤
哲
郎
氏
の
名
前
を
初
め
て
知
っ
た

の
は
、
一
九
七
六
年
に
出
版
さ
れ
た
労
働
運
動

史
研
究
会
の
編
集
に
成
る
「
日
本
の
統
一
戦
線

運
動
」
に
収
録
さ
れ
た
「
国
崎
定
洞
論
」
の
著

者
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
版

の
芝
田
進
午
氏
責
任
編
集
に
よ
る
マ
ル
ク
ス
主

義
研
究
年
報
伽
２
で
「
ユ
ー
ロ
コ
ミ
ュ
’一
ズ
ム

の
射
程
」
を
読
ん
だ
。
私
が
加
藤
氏
に
強
く
関

心
を
抱
い
た
の
は
、
一
九
八
九
年
の
岩
波
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
「
戦
後
意
識
の
変
貌
』
に
よ
っ
て
で

あ
る
。
六
○
年
安
保
闘
争
か
ら
七
○
年
安
保
闘

争
を
経
て
、
相
次
ぐ
自
治
体
革
新
の
太
平
洋
ベ

ル
ト
地
帯
化
が
実
現
し
な
が
ら
も
、
七
○
年
代

後
半
か
ら
し
だ
い
に
停
滞
し
、
八
○
年
代
に
は

後
退
し
て
い
っ
た
。
加
藤
氏
は
、
占
領
期
か
ら

ず
っ
と
国
民
の
戦
後
意
識
を
分
析
し
て
実
に
的

確
に
、
「
私
生
活
主
義
」
「
企
業
社
会
」
を
キ
イ

概
念
に
変
貌
を
把
握
さ
れ
、
わ
ず
か
六
○
頁
の

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
、
読
者
の
私
に
問
題
関
心
を

充
足
さ
せ
て
く
れ
た
。

さ
ら
に
加
藤
氏
は
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
「
東
欧

市
民
革
命
」
（
加
藤
氏
）
か
ら
、
『
社
会
主
義
の

危
機
と
民
主
主
義
の
再
生
』
（
一
九
九
○
年
、

教
育
史
料
出
版
会
）
、
『
ソ
連
崩
壊
と
社
会
主

義
」
二
九
九
二
年
、
花
伝
社
）
な
ど
の
著
作

や
『
短
い
二
○
世
紀
の
総
括
」
（
一
九
九
二
年
、

教
育
史
料
出
版
会
）
や
『
戦
後
改
革
と
現
代
社

会
の
形
成
」
（
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）
な

ど
で
論
文
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
で
、

加
藤
氏
は
精
力
的
に
国
家
論
を
見
直
し
、
社
会

主
義
の
組
織
原
理
に
つ
い
て
論
考
を
進
め
て
こ

ら
れ
た
。
そ
の
後
、
野
坂
参
三
氏
に
対
す
る
文

芸
春
秋
社
に
よ
る
告
発
の
雑
誌
や
書
籍
が
出
版

さ
れ
て
い
る
最
中
に
、
「
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ

れ
た
日
本
人
」
（
青
木
書
店
）
を
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら
に
そ
の
線
上
で
『
国
民
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ

ジ
ー
」
（
平
凡
社
）
を
刊
行
さ
れ
た
。

革
新
勢
力
、
進
歩
派
の
中
に
は
ソ
連
の
解
体

や
東
欧
社
会
主
義
の
崩
壊
を
前
に
、
沈
黙
し
た

り
転
向
し
た
り
す
る
知
識
人
や
市
民
が
相
次
い

で
い
る
。
東
大
教
育
学
部
教
授
藤
岡
信
勝
氏
は

そ
の
典
型
で
あ
る
。
ソ
連
崩
壊
に
よ
り
、
藤
岡

氏
は
日
清
、
日
露
戦
争
を
日
本
が
近
代
化
す
る

た
め
に
明
治
の
先
人
が
取
り
組
ん
だ
偉
業
と
と

ら
え
る
。
今
ま
で
に
唯
物
史
観
に
と
ら
わ
れ
、

帝
国
主
義
的
侵
略
と
偏
見
で
み
て
い
た
が
、
そ

れ
は
皇
国
史
観
の
反
動
で
、
新
し
く
自
由
主
義

史
観
に
よ
っ
て
日
本
近
現
代
史
を
再
解
釈
し
直

す
べ
き
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
教
育
研
究
運
動

を
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
加
藤
氏
の
航
路

は
全
く
異
な
る
。
氏
は
研
究
の
初
期
か
ら
一
貫

し
て
、
市
民
・
民
衆
・
労
働
者
の
解
放
と
い
う

事
業
を
政
治
学
の
領
域
か
ら
研
究
し
続
け
て
き

た
。
加
藤
氏
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
じ
め
に
守

る
べ
き
教
条
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
事
実
を
あ

り
の
ま
ま
に
認
識
し
て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

解
明
し
う
る
か
を
詳
細
な
事
実
の
綿
密
な
集
積

に
基
づ
い
て
分
析
し
て
い
く
。
修
正
す
べ
き
は
、

現
実
を
解
明
し
え
な
い
方
法
論
で
あ
り
論
理
で

あ
る
。
か
つ
て
デ
カ
ル
ト
や
マ
ル
ク
ス
が
い
っ

た
よ
う
に
、
世
間
と
い
う
書
物
、
現
実
と
い
う
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書
物
を
読
解
す
る
姿
、
既
に
書
か
れ
た
ド
グ
マ

と
し
て
の
原
典
を
固
守
し
そ
の
訓
詰
学
に
陥
る

俗
流
正
統
派
か
ら
す
れ
ば
、
許
し
が
た
い
修
正

主
義
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
け
れ
ど
、

混
迷
す
る
現
代
日
本
の
政
治
的
、
社
会
的
分
析

を
待
っ
て
い
た
私
の
よ
う
な
も
の
か
ら
す
れ
ば
、

待
ち
構
え
た
も
の
を
得
た
思
い
が
す
る
。

２
 
「
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
」

加
藤
哲
郎
氏
は
、
豊
富
な
モ
ス
ク
ワ
の
秘
密

書
類
の
山
か
ら
、
現
代
史
の
裏
面
を
あ
き
ら
か

に
す
る
事
実
を
取
り
出
し
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
論
理
的
な
推
理
と
構
想
力
の
も
と
に
、
戦

前
に
モ
ス
ク
ワ
で
お
き
た
事
態
を
読
者
に
提
示

し
て
く
れ
る
。
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
、
帝
政

ロ
シ
ア
の
圧
政
は
崩
壊
し
た
。
そ
れ
に
と
ど
ま

ら
ず
、
第
一
次
世
界
戦
争
で
、
帝
国
主
義
に
よ

っ
て
弱
肉
強
食
の
争
い
に
明
け
暮
れ
て
い
た
世

界
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
政
治
理
念
と
体
制
的

根
拠
を
得
た
。
だ
か
ら
、
ソ
連
が
相
次
ぐ
否
定

的
現
象
を
示
し
て
も
、
い
つ
か
は
そ
の
よ
う
な

側
面
を
克
服
し
て
、
新
し
い
世
界
像
の
モ
デ
ル

た
り
う
る
復
原
力
を
も
っ
と
私
は
考
え
て
き
た
。

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
再
建
の
兆
し
を
み
せ
な
が

ら
、
ソ
連
そ
の
も
の
の
崩
壊
に
至
り
、
経
済
的

混
乱
を
示
し
て
い
る
様
相
は
、
共
産
主
義
そ
の

も
の
へ
の
失
望
を
抱
か
せ
た
。
あ
れ
は
他
国
の

こ
と
、
日
本
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
た
ら
、
野

坂
参
三
氏
の
行
動
へ
の
疑
惑
が
つ
い
に
は
、
百

歳
を
こ
え
て
Ⅲ
本
共
産
党
除
名
と
い
う
事
態
に

及
び
、
途
方
に
く
れ
る
困
惑
を
う
ん
だ
。

加
藤
氏
は
、
野
坂
氏
が
山
本
懸
蔵
を
ソ
連
秘

密
警
察
に
密
告
し
た
だ
け
で
な
く
、
山
本
懸
蔵

が
他
の
す
ぐ
れ
た
共
産
主
義
者
、
国
崎
定
洞
な

ど
を
密
告
し
て
い
た
事
実
を
あ
き
ら
か
に
し
、

さ
ら
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
自
体
が
日
本
人
共
産

主
義
者
全
員
を
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
も
っ
て
み
て

い
た
こ
と
、
従
っ
て
、
モ
ス
ク
ワ
に
い
た
Ｈ
本

人
は
、
自
己
を
守
る
た
め
に
、
他
者
を
ス
パ
イ

と
し
て
摘
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
異
常
な
状
況
下

に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
歴
史
の

あ
ま
り
の
苛
酷
さ
は
、
目
を
そ
む
け
た
く
な
る

よ
う
な
醜
悪
さ
を
時
に
さ
ら
け
だ
す
。
だ
が
、

出
来
る
限
り
予
見
を
避
け
て
、
あ
る
が
ま
ま
の

事
実
を
冷
静
に
と
ら
え
、
そ
の
背
後
に
あ
る
病

理
や
可
能
性
を
分
析
、
摘
出
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
希
望
が
う
ま
れ
て
く
る
。
加
藤
氏
は
、
単

な
る
反
共
主
義
者
で
は
な
い
。
わ
ず
か
五
カ
月

後
に
、
平
凡
社
か
ら
「
国
民
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ

ジ
ー
』
を
著
し
、
二
十
一
世
紀
に
む
け
た
民
衆

解
放
の
理
念
と
理
論
的
枠
組
み
を
明
示
し
て
く

れ
て
い
る
。
事
実
と
真
実
に
謙
虚
な
良
心
こ
そ
、

混
迷
す
る
時
代
の
私
達
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ

る
。

３
 
『
国
民
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
」

エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
と
は
聞
き
馴
れ
な
い
言
葉
で

あ
る
。
加
藤
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
生

態
学
と
し
て
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
に
対
比
さ
れ
る

「
働
態
学
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
書
物

は
全
十
三
巻
か
ら
成
る
書
き
下
ろ
し
の
「
こ
れ

か
ら
の
世
界
史
」
と
い
う
叢
書
の
一
環
で
あ
る
。

田
口
富
久
治
氏
、
平
田
清
明
氏
、
小
谷
汪
之
氏
、

伊
藤
誠
氏
、
い
い
だ
も
も
氏
、
廣
松
渉
氏
な
ど

多
彩
で
立
場
、
見
解
を
異
に
す
る
学
者
が
こ
の

シ
リ
ー
ズ
の
研
究
会
の
交
流
に
よ
っ
て
席
を
同

じ
に
し
た
。
副
題
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
書
物

は
 
二
共
産
党
宣
言
」
か
ら
「
民
衆
の
地
球
宣

言
』
へ
」
と
い
う
構
想
か
ら
生
ま
れ
た
。

現
代
日
本
の
長
時
間
労
働
と
過
労
死
に
つ
い

て
政
治
経
済
学
的
研
究
を
進
め
て
い
た
加
藤
氏

は
、
地
球
生
態
系
の
問
題
を
労
働
と
科
学
技
術
、

労
働
と
人
間
的
本
質
の
実
現
と
の
か
か
わ
り
で

考
え
る
。
猿
が
人
間
に
な
る
に
あ
た
っ
て
の
労

働
の
役
割
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
あ
き
ら
か
に
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し
た
労
働
の
重
要
な
命
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
北
」
側
社
会
で
の
最
先
端
労
働
が
も
た
ら
す

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
欠
勤
や
生
産
性
低
下
は
、
ア

メ
リ
カ
で
は
年
間
二
千
億
の
企
業
負
担
を
も
た

ら
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
○
パ
ー
セ

ン
ト
を
そ
の
た
め
に
費
や
し
て
い
る
。
日
本
の

長
時
間
過
密
労
働
は
、
つ
い
に
過
労
死
ま
で
も

生
み
出
し
た
。
一
方
「
南
」
側
で
は
、
ア
フ
リ

カ
の
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
で
は
、
憲
法
違
反
の
奴
隷

制
度
が
残
り
、
内
戦
下
の
ス
ー
ダ
ン
で
は
飢
餓

や
略
奪
で
困
窮
し
た
生
活
の
中
で
、
十
二
歳
以

下
の
子
ど
も
を
一
人
七
○
ド
ル
の
奴
隷
で
売
る

例
が
増
大
し
て
い
る
。
借
金
返
済
の
た
め
に
、

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
二
千
万
人
（
子
ど
も
七
百
五

十
万
人
）
、
イ
ン
ド
で
千
五
百
万
人
（
子
ど
も

千
万
人
）
が
農
業
・
絨
毯
織
り
の
債
務
奴
隷
と

な
っ
て
い
る
。
中
南
米
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
な
ど
で
苛
酷
な
労
働
条

件
と
暴
力
に
よ
る
強
制
労
働
が
横
行
し
て
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
の
タ
イ
で
は
、
貧
し
い
家
庭
の
子

ど
も
が
売
買
さ
れ
、
工
場
労
働
や
売
春
に
使
わ

れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
全
世
界
の
労
働
の
現
状
が
あ
る
。

多
く
の
国
で
は
労
働
組
合
は
労
働
者
福
祉
や
所

得
再
分
配
の
政
策
効
果
に
期
待
し
、
国
民
国
家

の
「
半
周
辺
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
が
、

地
球
的
規
模
で
の
階
級
的
連
帯
や
老
人
・
女

性
・
障
害
者
・
社
会
的
弱
者
の
「
周
辺
」
救
済

に
は
、
無
関
心
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
ブ
ル
ジ

ョ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ー
ト
と
の
対
立
の
現

代
的
内
実
は
、
国
内
階
級
闘
争
よ
り
も
地
球
的

規
模
の
南
北
問
題
に
お
い
て
深
刻
と
な
っ
て
い

る
。
一
九
九
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
国
連
地
球
環
境
サ
ミ

ッ
ト
は
、
加
藤
氏
に
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
型
の
国

際
主
義
が
二
十
世
紀
末
に
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
型
の
そ
れ

に
、
日
本
か
ら
革
命
の
祖
国
ソ
連
に
国
境
を
越

境
し
た
日
本
共
産
主
義
者
か
ら
、
国
境
を
こ
え

た
医
師
団
の
よ
う
な
地
球
市
民
型
の
越
境
の
現

段
階
を
象
徴
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
深
く
把
握

さ
れ
た
。
加
藤
氏
は
語
る
。

「
日
本
研
究
を
始
め
た
ば
か
り
の
一
人
の
イ

キ
リ
ス
人
の
大
学
院
生
か
ら
、
日
本
国
憲
法
に

つ
い
て
、
質
問
を
受
け
た
。
自
分
は
英
語
で
日

本
国
憲
法
を
読
ん
だ
、
あ
ん
な
素
晴
ら
し
い
憲

法
が
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
日
本
で
は
、
社
会
党

（
英
語
で
は
ぎ
の
巨
 
月
ョ
２
国
胃
 
顧
『
ｑ
と
い

う
）
ま
で
が
、
自
衛
隊
容
認
・
実
質
的
改
憲
に

向
か
う
の
か
、
と
。
／
し
ば
ら
く
考
え
て
、
私

は
、
こ
う
聞
き
返
し
た
。
民
主
政
治
の
基
礎
は

国
家
制
度
だ
ろ
う
か
、
社
会
関
係
・
連
動
だ
ろ

う
か
、
私
た
ち
に
は
憲
法
第
九
条
が
あ
る
、
君

た
ち
に
は
反
核
運
動
や
環
境
運
動
、
浜
辺
の
保

護
運
動
が
あ
る
、
い
っ
た
い
ど
ち
ら
が
、
現
実

に
平
和
を
構
築
す
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
」

こ
の
よ
う
に
加
藤
氏
に
あ
っ
て
は
、
現
実
政

治
の
分
析
に
切
り
結
ぶ
主
題
と
し
て
、
こ
の
著

作
の
研
究
が
あ
る
。
共
産
党
宣
言
は
、
フ
ラ
ン

ス
革
命
の
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
を
発
展
さ
せ
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
と
連
な
っ
た
。
共
産

党
宣
言
が
、
民
衆
の
地
球
宣
言
へ
と
継
承
さ
れ

て
い
る
と
説
く
氏
の
理
論
に
異
論
を
唱
え
る
人

は
い
る
か
も
知
れ
ぬ
。
け
れ
ど
、
二
十
一
世
紀

の
主
人
公
で
あ
る
青
年
た
ち
に
、
よ
り
よ
く
生

き
る
希
望
を
も
た
ら
す
展
望
を
、
懸
命
に
模
索

し
続
け
た
努
力
と
考
察
の
成
果
が
こ
の
書
物
に

あ
る
こ
と
は
、
疑
い
の
な
い
こ
と
と
、
少
な
く

も
私
は
断
言
で
き
る
。

本
書
の
構
成
は
、
二
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
序
章
で
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
概
念
を
明
確
に
し

た
後
、
一
部
で
「
階
級
独
裁
国
家
の
エ
ル
ゴ
ロ

ジ
ー
」
と
題
し
て
、
戦
前
の
モ
ス
ク
ワ
で
お
き

た
日
本
人
共
産
主
義
者
の
群
像
の
悲
劇
を
歴

史
・
政
治
学
の
観
点
か
ら
本
質
に
遡
及
し
述
べ

て
い
る
。
第
二
部
で
は
、
「
二
一
世
紀
の
構
図
」

〔リーブル フォーラム〕
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と
し
て
、
国
民
国
家
、
多
国
籍
企
業
、
国
家
と

社
会
主
義
、
地
球
市
民
、
民
間
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
概
念
を
縦
貫
す
る
形
態
で
エ
ル

ゴ
ロ
ジ
ー
の
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
加
藤
氏

に
よ
れ
ば
、
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
も
エ
コ
ロ
ジ
ｉ
も

そ
の
言
葉
を
初
め
て
使
っ
た
の
は
、
十
九
世
紀

後
半
か
ら
二
十
世
紀
の
ド
イ
ツ
の
生
物
学
者
・

哲
学
者
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
・
ヘ
ッ
ヶ
ル
で
あ

る
と
い
う
。
ヘ
ッ
ケ
ル
は
、
人
間
を
取
り
巻
く

自
然
生
態
系
の
生
理
学
を
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」
と

名
付
け
、
人
間
自
身
に
潜
む
自
然
の
生
理
学
を

「
エ
ル
ゴ
ロ
ジ
ー
」
と
呼
ん
だ
。
日
本
で
は
言

葉
は
戦
後
に
人
類
学
者
の
長
谷
川
言
人
氏
に
よ

り
導
入
さ
れ
て
い
た
。
七
○
年
前
後
か
ら
研
究

会
が
つ
く
ら
れ
、
八
六
年
に
人
類
働
態
学
会
と

な
っ
た
。
七
○
年
前
後
は
高
度
経
済
成
長
（
資

本
の
強
蓄
積
）
に
よ
っ
て
、
自
然
破
壊
が
公
害
、

環
境
破
壊
と
し
て
生
態
系
ば
か
り
か
、
人
間
の

身
体
そ
の
も
の
を
む
し
ば
ん
で
い
た
。
公
害
に

よ
る
直
接
的
身
体
破
壊
に
加
え
、
労
働
災
圭
早

職
業
病
・
薬
品
公
害
な
ど
の
頻
発
は
、
労
働
科

学
者
や
自
然
科
学
者
、
保
健
学
専
門
家
を
エ
ル

ゴ
ロ
ジ
ー
に
注
目
さ
せ
た
。
人
間
身
体
に
潜
む

自
然
原
則
か
ら
、
労
働
の
在
り
方
を
改
め
て
問

う
こ
と
に
な
っ
た
。
加
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
エ
ル

ゴ
ロ
ジ
ー
研
究
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
香
原
志

勢
氏
は
、
「
人
類
働
態
学
は
、
身
体
各
部
の
使

い
方
や
動
か
し
方
を
精
査
し
、
そ
れ
ら
の
起
源

を
探
索
し
、
さ
ら
に
は
人
類
進
化
、
文
化
発
展

上
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
意
義
を
検
討
す
る
よ
う

努
め
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
い
う
。
加
藤
氏

の
方
法
論
は
、
香
原
氏
の
理
論
を
社
会
・
政
治

の
全
般
に
渉
っ
て
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
ソ
連
邦
解
体
以
来
の
歴
史
が
予
想
さ

せ
る
困
難
な
未
来
を
、
社
会
科
学
者
と
し
て
歴

史
に
対
し
て
の
責
任
を
帯
び
て
展
望
し
よ
う
と

す
る
姿
勢
は
、
本
書
を
読
む
者
に
、
著
者
の
倫

理
的
主
体
と
し
て
の
誠
実
さ
を
示
し
て
止
ま
ぬ

で
あ
ろ
う
。

４
む
す
び
に
か
え
て

い
つ
で
も
、
後
の
時
代
に
な
っ
て
歴
史
的
限

界
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
は
で
き
る
。
け
れ
ど
、

同
時
代
に
お
い
て
深
く
歴
史
的
本
質
を
把
握
す

る
こ
と
は
い
か
に
難
し
い
こ
と
で
あ
る
か
。
政

治
学
者
の
多
く
が
、
書
斎
に
閉
じ
こ
も
る
か
、

保
守
主
義
者
と
し
て
政
権
担
当
者
の
ス
タ
ッ
フ

の
仕
事
を
す
る
か
、
ま
た
反
体
制
勢
力
の
党
派

性
に
お
い
て
の
み
研
究
に
と
じ
こ
も
る
か
。
し

か
し
、
加
藤
氏
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま

ら
な
い
。
現
代
政
治
の
本
質
を
変
革
と
学
問
的

厳
密
さ
と
の
双
方
か
ら
相
対
時
し
よ
う
と
し
て

お
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
営
み
は
極
め
て
困
難

な
営
為
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス

こ
そ
現
実
と
い
う
書
物
を
読
み
解
く
立
場
だ
ろ

う
。
私
は
、
法
学
者
の
渡
辺
洋
三
氏
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
か
っ
た
。
団
塊
の
世
代
と
俗
に
い
わ

れ
る
学
者
の
中
で
、
渡
辺
治
氏
と
加
藤
哲
郎
氏

に
は
、
柔
軟
で
も
あ
り
原
則
的
で
も
あ
る
確
か

さ
が
あ
る
。
加
藤
氏
の
政
治
学
が
、
丸
山
真
男

氏
や
田
口
冨
久
治
氏
の
よ
う
な
「
政
治
的
自
由

主
義
」
（
戸
坂
潤
）
の
す
ぐ
れ
た
伝
統
の
継
承

者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
現
実
政

治
に
コ
ミ
ッ
ト
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
と
も
す
れ

ば
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
や
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に

左
右
さ
れ
や
す
い
。
だ
が
、
現
実
か
ら
遊
離
し

た
政
治
学
は
書
斎
学
と
は
な
り
得
て
も
、
人
間

社
会
の
課
題
解
決
の
処
方
菱
を
示
す
厳
密
な
学

と
し
て
の
実
践
学
は
成
立
し
が
た
い
。
そ
の
よ

う
な
希
有
の
学
問
の
担
い
手
の
一
人
と
し
て
、

加
藤
氏
に
注
目
し
続
け
た
い
。

【
さ
く
ら
い
．
さ
と
し
】
一
九
五
一
年
生
ま
れ
（

自
由
業
。
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